
項目

排 出 量 29,000 29,000 ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

産業廃棄物処理計画における目標値

様式第二号の九（第八条の四の六関係）

令和２年６月　　日

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

（第１面）

　愛　知　県　知　事　殿

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、31年度の産業廃棄物処理計画
の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

住　所

氏　名

　平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

　３６：水道業

　東海市名和町蕨山７

　企業庁長　井　上　貴　弘

目標値 項目 目標値

全 処 理 委 託 量ｔ

　愛知県愛知用水水道事務所　上野浄水場

届出者

電話番号

名古屋市中区三の丸三丁目１－２

愛知県公営企業管理者

０５２－９６１－２１１１

※事務処理欄

（日本工業規格　Ａ列４番）

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量



排 出 量

31,277
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,661

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

31,277

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

31,277

0

1,661

0

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

計画の実施状況

不要物等発生量

有 償 物 量

項目

①排出量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理
した量

（産業廃棄物の種類：　汚  泥　）

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑤自ら熱回収を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

31,277

④のうち熱回収
を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

(第
２

面
）

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



別紙２

使用区域

図面名称 使　用　区　域　図

所 在 地 東海市名和町蕨山地内

名　　称
愛知用水水道事務所

上　野　浄　水　場



平成２９・３０・３１年度汚泥発生量及び脱水発生土量

月 Ｈ29 Ｈ30 H31 月別平均 Ｈ29 Ｈ30 H31 Ｈ29 Ｈ30 H31

4 2,218.7 2,486.0 2,630.1 2,444.9 103.91 121.20 157.71 129.90 151.51 197.16

5 2,944.7 2,574.0 3,054.7 2,857.8 128.70 139.77 166.91 160.88 174.73 208.66

6 2,418.9 2,312.2 2,154.9 2,295.3 100.66 134.01 115.49 125.83 167.54 144.37

7 2,726.9 2,700.5 3,228.5 2,885.3 137.83 201.42 179.17 172.30 251.78 223.97

8 2,730.2 3,515.6 3,083.3 3,109.7 204.12 247.66 145.68 255.16 309.59 182.11

9 2,428.8 3,059.1 3,073.4 2,853.8 150.88 239.60 177.42 188.63 299.53 221.80

10 2,567.4 3,030.5 2,587.2 2,728.4 145.78 192.07 119.60 182.26 240.12 149.52

11 2,154.9 2,113.1 2,290.2 2,186.1 103.63 117.97 104.55 129.55 147.47 130.70

12 2,148.3 2,456.3 2,413.4 2,339.3 139.55 117.10 128.89 174.48 146.40 161.14

1 2,546.5 2,546.5 2,162.6 2,418.5 113.18 154.04 111.64 141.49 192.56 139.56

2 1,331.0 2,251.7 2,063.6 1,882.1 64.14 199.05 117.80 80.17 248.84 147.26

3 1,850.2 2,363.9 2,484.9 2,233.0 91.07 135.41 136.54 113.85 169.28 170.69

計 28,066.5 31,409.4 31,226.8 30,234.2 1,483.45 1,999.30 1,661.40 1,854.50 2,499.35 2,076.94

28,067.0 31,409.0 31,227.0 1,483.0 1,999.0 1,661.0

３年平均 30,234.2 1,714.7 2,143.6

令和２年度　計画汚泥（泥水）発生量は 30,000 t  とする。

令和２年度　計画脱水汚泥発生量は 1,700 t-wet とする。

平成３１（令和元）年度　中間処理による減量

31,227 -1,661= 29,566 t

汚泥（泥水）発生量 t 脱水汚泥発生量ｔ－ｗet 脱水汚泥発生量m3


